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	背景
	この遺伝子は、インスリン様成長因子（IGF）結合タンパク質（IGFBP）ファミリーのメンバーをコードしています。IGFBPはIGFに高親和性で結合し、体液および組織におけるIGFの利用可能性を調節し、IGFの受容体への結合を調節します。このタンパク質はIGF-IおよびIGF-IIに比較的低い親和性で結合し、低親和性IGFBPのサブファミリーに属します。また、プロスタサイクリン産生および細胞接着を刺激します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが記載されており、そのうちの1つのバリアントは網膜動脈瘤（PMID：21835307）と関連付けられています。[RefSeq提供、2011年12月]、機能：IGF-IおよびIGF-IIに比較的低い親和性で結合します。プロスタサイクリン（PGI2）産生を刺激します。細胞接着を刺激します。,PTM:N-グリコシル化されています。,類似性:1つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,類似性:1つのIGFBP N末端ドメインを含みます。,類似性:1つのKazal様ドメインを含みます。,サブユニット:VPS24/CHMP3と相互作用する可能性がありますが、そのような相互作用の関連性は不明です。,
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	IBP7抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

